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当社、基幹系統の275kV港北系統は空き容量ゼロであり、仮に増強工事を行う
場合、完了まで約12年を要する見通し。このような状況を踏まえ、当社は電
力広域的運営推進機関に対し、ノンファーム適用系統に係る検討を申入れ。
（第43回広域系統整備委員会、2019年9月17日）

上記の申入れに対し、第46回広域系統整備委員会（2020年1月24日）において、
引き続きマスタープランの中で検討するとの結論。
港北系統においては、空き容量ゼロの状況で現行ルールを適用すると、接続
検討手続きがない低圧事業用発電設備は、連系保留が必要。
当社として、低圧事業用発電設備の円滑な系統連系を図るべく、既にご審議
いただいた那珂系統（第23回系統ワーキンググループ、2019年10月8日）に続いて、混
雑時の発電出力制御を前提とした接続を早期に導入し、契約申し込みに対す
る回答(連系承諾)を行っていきたいので、ご審議いただきたい。



１．港北系統における系統状況

想定潮流合理化の評価において、空き容量がゼロであることを、電力広域的運
営推進機関が確認。
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出典：第44回 広域系統整備委員会 資料5
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系統連系申し込みにおいて、長期間工事費負担金がお支払いいただけない等
、系統連系に至らない発電事業者に対し工事費負担金の再請求から、1ヶ月
間支払いが行われない案件については、契約上の解約条件に則り以下のとお
り、契約解約の取り組みを推進。
2012年度以降申し込み分を対象に本取り組みを実施した結果、港北系統にお
いては、未入金督促対象117件のうち100件(82％)が解約（想定潮流合理化の
評価に反映済みもなお空き容量ゼロ）。

解約スキーム

再請求※
（請求書再発行）

解約予告 解約通知

※初回請求後、相当期間経過していた2012年の申し込み分から工事費負担金の再請求を実施。
また、「申し込み取下書」を同封し、連系意思が無い場合は返送を依頼。

港北系統における実施結果（件数・容量[kW])

件数 容量（kW） 比率

入金済、入金処理中 17 586 18%

申込取り下げ、未入金による解約 100 2,752 82%

負担金未入金による督促対象：低圧 117件・3,338ｋＷ

２．空き容量確保に向けた取り組み

参考：港北系統連系量（低圧事業用のみ） 約4,500件・約53,000kW（2012年～2020.2時点)



第46回広域系統整備委員会においてノンファーム適用系統に係わる検討につい
て審議された結果、マスタープランの中で引き続き検討するとの結論。
港北系統においては、空き容量ゼロの状況で現行ルールを適用すると、接続検
討手続きがない低圧事業用発電設備は、契約申し込みに対し連系保留が必要。

4

・275kV送電線新設
・所用工期 約12年
・工事費用 360億円

［港北系統対象エリア］［増強工事概要］

３．港北系統におけるノンファーム適用系統に係わる検討状況



４－１．系統連系方策／低圧事業用発電設備
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基幹系統の空き容量ゼロへの対応として、①系統増強のうえファーム接続※、
②ノンファーム適用系統への整理という２通りの可能性があるが、発電事業
者にとっては暫定接続・ノンファーム型接続のいずれにおいても、当面は混
雑時の発電出力制御を前提とした接続となる。

以上を踏まえ、適用済みの那珂系統と同様に、当社として、混雑時の発電出
力制御を前提とした接続を早期に適用し、引き続き契約申し込みに対する回
答 (連系承諾)を進めさせていただきたい。（詳細については、説明会等の機
会を通じて、発電事業者へ丁寧に説明することとしたい。）

系統増強に係る
費用便益評価を用いた検討※２

ノンファーム型接続

現状

系統増強のうえ
ファーム型接続前提※１

※１ 当社として、暫定接続を適用
※２ 電力広域的運営推進機関のマスタープランの中で

検討され、早期に結論が出せるよう当社も協力

系統増強のうえ
ファーム型接続前提※１

増強なし

増強あり

※「暫定接続」を適用し、基幹系統の増強完了を待たず系統連系可とする選択肢あり

【接続方法】



４－２．系統連系方策／高圧・特別高圧発電設備
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系統増強に係る検討結果を整理するまでの間は、現行ルールを前提に、接続
検討の申し込みがあった場合は、系統増強のうえファーム型接続として回答
を実施したい。（港北系統増強費用のうち、一般負担の上限額（4.1万円/kW）
を超える分は、系統連系希望者による特定負担）

上記の回答に当たっては、発電事業者に対して、系統増強に係る費用便益評
価を用いた検討を行っていることを含めて丁寧に説明したい。

系統増強に係る
費用便益評価を用いた検討※

ノンファーム型接続前提
の回答

現状

系統増強のうえ
ファーム型接続前提

の回答
（特定負担がありうる）

系統増強のうえ
ファーム型接続前提

の回答
（特定負担がありうる）

【接続検討の回答】

※ 電力広域的運営推進機関のマスタープランの中で
検討され、早期に結論が出せるよう当社も協力

増強なし

増強あり

以上
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第45回 電力広域的運営推進機関 広域系統整備委員会資料から抜粋

参考．マスタープランについて
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第45回 電力広域的運営推進機関 広域系統整備委員会資料から抜粋

参考．マスタープランについて
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参考．港北系統費用便益評価結果について

第46回 電力広域的運営推進機関 広域系統整備委員会資料から抜粋
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参考．港北系統費用便益評価結果について
第46回 電力広域的運営推進機関 広域系統整備委員会資料から抜粋



参考．暫定接続について
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第38回 電力広域的運営推進機関 広域系統整備委員会資料から抜粋


